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▸学びのユニバーサルデザイン (Universal Design for Learning)

UDLは、学習環境の中に含まれる学びのエキスパートを育てる上での根本的な障壁、

つまり、融通が利かず「全員一律で対応させようとさせる（one-size-fits-all）」

ようなカリキュラムに対処するための枠組み。教育者がさまざまなニーズに対応で

きるような柔軟な学習の目標、方法、教材・教具、評価の方法を提供し、学習者の

個人差に対処するのに役立つ。UDLはすべての学習者の学びの伸びを助けるための概

念フレームワークである (UDLガイドライン Version 2.0, 2011)。

https://www.cast.org/



▸UDL3原則

①提示のための多様な方法を提供すること

障害を抱える人、言語や文化の異なる人が学習内容にアプローチするためには、皆それぞれに

違った方法が必要になる。

②行動と表出のための多様な方法を提供すること

すべての学習者に適切な一つの行動や表出の方法は存在しない。行動と表現のための複数のオプ

ションを提供する必要がある。

③取組のための多様な方法を提供すること

どんな方法で学習に取り組んだりやる気を出したりできるかは、学習者によって異なる。

“何を”学ぶのか

“どのように”学ぶのか

“なぜ”学ぶのか



①提示に関する
多様な方法の提供

↧
知覚するための
多様なオプション

↧
言語、数式、記号のための

オプション
↧

理解のためのオプション
↧

学習リソースが豊富で、
知識を活用できる学習者

②行動と表出に関する
多様な方法の提供

↧
身体動作ためのオプション

↧
表出やコミュニケーションに

関するオプション
↧

実行機能のための
オプション

↧
方略的で、目的に向けて

学べる学習者

③取り組みに関する
多様な方法の提供

↧
興味を引くための

オプション
↧

努力やがんばりを継続させる
ためのオプション

↧
自己調整のためのオプション

↧
目的を持ち、

やる気のある学習者





①提示に関する
多様な方法の提供

知覚するための
多様なオプション

言語、数式、
記号のためのオプション

理解のためのオプション

学習リソースが豊富で、
知識を活用できる学習者

韓国語授業：ICTを活用した遠隔指導

①“何を”学ぶのかを事前に明確に示す。
②“何を”学んだのかを事後に確認し合う。
③ 授業活動や課題に関する指示・説明は、必ず「口頭説明

＋マナバ掲載」を同時に行う。

① 品詞を表す記号を統一し、事前に説明する。
② 十分な例文を提示する。
③ メディア教材を活用する。
④ 母語資料を活用する。

① 反転授業を取り入れる。
② ブリッジ活動、グループワークを強化する。
③ 授業や課題のパターンを分かりやすくする。

韓国語学習コンテンツを適切に活用し、自律した学習者になる。
韓国語構文を理解し、実在的な言語運用ができる。



②行動と表出に関する
多様な方法の提供

身体動作のための
オプション

表出やコミュニケーション
に関するオプション

実行機能のための
オプション

方略的で、目的に向けて
学べる学習者

韓国語授業：ICTを活用した遠隔指導

① 発話の前に準備する時間を設ける。
② ペア→グループ→全体へ知の共有を拡大していく。
③ LMSを活用する。

① 「全員マイクオン」の時間を設ける。
② 「プライベートチャット」で質問を受け付ける。
③ メール、個別ZOOMによる学習に対応する。
④ 録音・録画による課題提出を認める。

① 学習の振り返りとプランニングを日常化する。
② 短期目標を随時確認する。
③ 中長期目標を設定させ、適切なサポートを行う。

韓国語学習の目標を明確にし、自分自身に合う学習コンテンツ、
勉強法を見つけて持続的に学習できる。



③取り組みに関する
多様な方法の提供

興味を引くための
オプション

努力やがんばりを継続
させるためのオプション

自己調整のための
オプション

目的を持ち、
やる気のある学習者

韓国語授業：ICTを活用した遠隔指導

① 「自言語」、「自文化」を取り入れた韓国語授業。
② 「APU型グローバルラーニング」の実践。
③ インタフェースをシンプルなものにする。

① 「わかる」ための課題と、「もっとできる」ための課題。
② 学習の仲間集団を育む（言語学習サークル）。
③ フィードバックを増大させる。

① 先輩学習者による学習モデルの提示。
② 自己評価シートを取り入れる。

韓国語学習の目的を再確認し、楽しく能動的に学ぶ学習者。
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ご清聴、ありがとうございました。

ご質問など
jungjh@apu.ac.jp


